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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、平成 23 年 8 月 3日に公表した平成 24 年３月期通期業績予想及び平成 23 年 5月 13 日

に公表した期末配当予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

（１）連結業績予想の修正について 
 当社は、 近の業績動向を踏まえ、平成 23 年 8月 3日に公表した通期連結業績予想を下

記の通り修正いたしました。 
 

平成 24 年 3月期通期連結業績予想数値の修正 
（平成 23年 4 月 1日～平成 24 年 3月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 ( Ａ )             3,200 157 134 206 
円 銭
17.22

今 回 発 表 予 想 ( B )             2,460 △130 △195 15 1.25

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）           △740 △287 △329 △191 -

増 減 率 （ ％ ）             △23.1 - - △92.7 -

（ご参考）前期実績 

（ 平 成 2 3 年 3 月 期 通 期 ） 
2,866 105 53 117 9.81 

 
修正の理由 

スマートフォン等の普及によるモバイル通信網逼迫を受けて、当面の設備投資が無線基地局
増強に手厚くなり、当社の主要製品が用いられる基幹網・都市間網での投資が薄くなっている
こと、データ通信量急増を受け、次世代技術への移行が早まるとの観測から、既存設備への投
資が抑制される傾向となったことにより、光部品関連事業の売上高が減少しております。 

光測定器関連事業においては光部品製造工程向けの光測定器が堅調でしたが、全体的な売上
減少を補うには至らない見込みであり、上記の通り修正するものです。 

 
また、当社の取締役６名は、今期の業績に関する責任を明らかとするため、打切り支給済の

取締役退職慰労金（平成 23 年 6 月 22 日開催定時株主総会での決議による）の返上がなされま
した。上記業績予想には、取締役退職慰労金返上額 135 百万円を特別利益として見込んでおり
ます。詳しくは本日公表いたしました「特別利益の発生に関するお知らせ」をご覧ください。 

 
（ご参考） 
 当社は、平成24年 3月 31日時点の為替水準を1ドル 76円、期中平均で78.5円と予想しており、
上記業績予想数値もこれを前提として算出されております。 



 
 
 

（２）期末配当予想の修正について 
 当社は、前述の業績予想をうけて、平成 23 年 5 月 13 日に発表した配当予想について、

未定に変更いたします。 

 

   1 株当たり配当金 

（基準日） 第２四半期末 期末 年間 

前回予想 

（平成23年5月11日発表） 

円 銭 

0 00  

円 銭 

 3  00  

円 銭 

3  00  

今回修正予想 0 00  －  －  

当期実績 0 00  －  －  

前期（平成 23 年 3 月期）

実績 
0 00  3 00  3 00  

 
修正の理由 

当社の利益配分に関する基本方針の通り、当社におきましては連結配当性向 30%を基準とし、
株主の皆様に安定配当を行うことを目指しておりますが、前述の通り、業績予想を下方修正す
ることとなりましたため、期末配当については現時点では未定とさせていただきたく存じます。
発表可能となり次第、速やかに公表いたします。 

 
 
 
（３）今後の取り組みについて 

当社グループといたしましては、厳しい市場環境を前に、現在好調である光測定器製品の拡
販のために注力し、システム・ソリューション事業におけるソフトウェア販売においても、新
商品を投入するなど、売上高の積み上げに努力を重ねております。また、月に３日の休業の延
長、役員報酬の更なる減額を行うなど、業績回復に取り組んでおります。 

加えて、現在開発中の新製品について、早期に市場投入し、営業活動を展開できるよう、研
究開発活動を加速しております。 

当社グループはこれらの取り組みにより、一日も早い業績回復を目指し、努力して参ります。 
 

 
（注）本発表における各種予想数値は、本資料の発表日時点で入手可能な情報を元に作成したもの
であります。実際の業績値は、今後様々な要因によって、本予想値と異なる結果となる可能性があ
ります。 

 
 

以上 


